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　日本に住む20歳以上60歳未満の全ての方は、国民年
金への加入が義務付けられています。加入者を被保険者
と呼び、次の3つの区分に分かれます。

　保険料を未納のままにしておくと、老後の年金だけでな
く、障害年金や遺族年金も受け取れない場合があります。
　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、納付
を免除または猶予される制度があります。また学生の方に
は学生納付特例制度があります。
◆申請には受付期限がありますので、早めに相談してく
ださい。

　国民年金には3つの基礎年金があります。
老齢基礎年金／原則として65歳から受け取れます
障害基礎年金／国民年金加入中のけがや病気で1級・2
級の障害が残ったときに受け取れます
遺族基礎年金／国民年金加入者が亡くなったときに、そ
の人に生計を維持されていた子のいる妻、または子が
受け取れます（子の年齢が18歳になるまで）
◆厚生年金などに加入していた期間については、厚生年
金が上乗せされます。

　老齢基礎年金を受け取るためには、保険料を納めた期間
（第2号・第3号被保険者期間を含む）と免除期間などを合
わせて25年以上必要です。
◆国民年金の未納期間があると、厚生年金加入中のけ
がなどで障害厚生年金を申請しても受け取ることがで
きない場合があります。離職や扶養を外れた短い期間
でも、国民年金の加入手続きをして、保険料の納付漏れ
や免除申請漏れがないように気を付けましょう。

　20歳になったときに上図の第1号被保険者に該当する方
には、国民年金資格取得届のはがきが届きます。はがきに
必要事項を記入し、市国保年金課へ返送すると、日本年金
機構から年金手帳が届きます。年
金手帳は、国民年金保険料（以下
「保険料」）の納付確認や将来年
金を受け取る際に必要ですので、
大切に保管してください。
　就職や退職、結婚などで国民
年金の加入区分が変わったら、そ
の都度届け出が必要です。

　国民年金資格取得届のはがきを返送すると、保険料の
納付書が届きます。20歳から60歳までの40年間保険料を
納めることで、満額の年金を受け取ることができます。
　第1号被保険者の平成25年度保険料は、月額15,040円
です。

【保険料の納め方】
納付書（現金）／各金融機関またはコンビニエンスストア
で納付▶口座振替／手続きは各金融機関または鶴岡年金
事務所へ▶クレジットカード納付／手続きは鶴岡年金事
務所へ（郵送も可）

【便利でお得な割引制度】
　保険料を1年分または半年分まとめて納めると、保険料
が割引になる前納制度があります。また口座振替の場合は、
翌月末引き落としを当月末引き落としにすることで割引にな
る早割制度もあります。

20歳になったら国民年金に加入

保険料の納付が困難なときは

保険料と納め方

国民年金の給付は3種類

年金を受け取るには

20歳がスタート
知っておきたい国民年金

●お問い合わせ／市国保年金課国民年金係 ☎26-5728、各総合支所市民福祉課、鶴岡年金事務所 ☎０２３５-２３-５０４０

自営業、学生、
無職の方など 会社員、公務員など 会社員などに

扶養される配偶者

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

厚生年金など
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